
授業アンケートについて

令和6年度春学期 授業アンケート集計結果 教員の所属学科別平均点(４段階）

この授業に
ついて、予
習・復習を
して臨んで
いますか

この授業に
関して、積
極的に学習
活動に取り
組んでいま
すか

この授業は
シラバスに
基づき目標
や内容が明
確にされて
いますか

この授業で
は、学生が
主体的に学
ぶ力を高め
る工夫はあ
りますか

この授業の
内容はわか
りやすいで
すか

この授業で
使われてい
る教材は適
切ですか

先生の話し
方や進め方
は適切です
か

先生は質問
や発言に適
切に対応し
ていますか

先生の取組
みに情熱や
熱意が感じ
られますか

この授業を
通して知識
や技能、思
考力などが
向上してい
ますか

この授業で
自分の学び
に変容が見
られていま
すか

この授業に
成果を感じ
ていますか

この授業は
あなたの興
味や関心を
拡げていま
すか

①、②をも
とに、この
授業に対す
る総合的な
満足度を評
価をしてく
ださい

大学 174 898 11320 3.08 3.35 3.40 3.37 3.34 3.40 3.38 3.42 3.45 3.35 3.31 3.33 3.34 3.36
短期大学 32 189 2430 3.13 3.38 3.44 3.42 3.42 3.46 3.46 3.48 3.49 3.40 3.37 3.40 3.39 3.48
兼任 130 307 3280 3.05 3.35 3.39 3.38 3.35 3.43 3.39 3.42 3.47 3.35 3.32 3.34 3.35 3.39
総計 336 1394 17030 3.08 3.35 3.41 3.38 3.35 3.41 3.39 3.43 3.46 3.36 3.32 3.34 3.35 3.38

 ※アンケート調査の対象は、原則として全授業科目（個人指導や少人数の授業科目は、この限りではありません。）
 ※実施期間は原則として、令和6年5⽉29⽇〜6⽉29⽇

令和6年度秋学期 授業アンケート集計結果 教員の所属学科別平均点(４段階）
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大学 170 788 6709 3.15 3.37 3.42 3.40 3.37 3.42 3.40 3.43 3.47 3.38 3.35 3.36 3.37 3.40
短期大学 30 145 1601 3.14 3.35 3.43 3.42 3.41 3.47 3.46 3.47 3.48 3.41 3.38 3.39 3.39 3.44
兼任 127 265 1840 3.10 3.35 3.40 3.37 3.34 3.39 3.36 3.40 3.44 3.36 3.33 3.35 3.35 3.38
総計 327 1198 10150 3.14 3.37 3.42 3.40 3.37 3.42 3.40 3.43 3.46 3.38 3.35 3.36 3.37 3.40

 ※アンケート調査の対象は、原則として全授業科目（個人指導や少人数の授業科目は、この限りではありません。）
 ※実施期間は原則として、令和6年11⽉1⽇〜11⽉29⽇

総合的な満足度に
ついて①授業の内容や方法について ②学習成果や達成感について

教員数 授業数 回答人数

Ａ あなた自身の自己点
検について

Ｂ この授業に関する評価について

 本学では早くから、「学生による授業アンケ−ト」という形で授業の充実・改善の資料として、学生の意見や要望を導⼊しており、より積極的に取り組むことが求められています。
 ただし、アンケ−ト調査の結果は、必ずしも授業の実態を忠実に映し出す「鏡」ではなく、ましてや、その質を公正に判定する評価そのものではありません。あくまでも授業の幾つかの側⾯についての、個々の学生の主観的な
受け取り方の集積であり、平均的な反応を示すものに過ぎません。練達の教員でしたら、教室の雰囲気から察知できることでしょうが、それらを数値的に表したものによって、自分の授業に対する学生の反応を知ることができる
となれば、それは極めて意義のあることだと考えます。
 また、個々の学生の主観的な受け取り方の集積は、教員自身の「分析と解釈」を通して、初めて評価されるべき情報となります。教員は、自分の授業に対する、こうした学生の反応を具体的に把握し、学生の立場に立って、絶
えず自分の授業を反省し、自己点検をします。

教員数 授業数 回答人数

Ａ あなた自身の自己点
検について

Ｂ この授業に関する評価について 総合的な満足度に
ついて①授業の内容や方法について ②学習成果や達成感について


